
2025年 10月 22日 

中部電食防止委員会事務局 
2025年度 第 2回常任幹事会 議題 

 
・役員等交代について 
 

 
（１）前回常任幹事会議事録確認（書面決議） 
 
（２）各社 2025年度電気防食設備設置状況 

・東日本旅客鉄道   （資料 No.2025-18） 完了のため提出なし、資料№2025-18欠番とする 
・名古屋市交通局   （資料 No.2025-19） 

・名古屋鉄道     （資料 No.2025-20） 
・愛知県企業庁    （資料 No.2025-21） 
・三重県企業庁    （資料 No.2025-22） 
・名古屋市上下水道局 （資料 No.2025-23） 
・東邦ガスネットワーク（資料 No.2025-24） 
・サーラエナジー   （資料 No.2025-25） 
・金沢エナジー    （資料 No.2025-26） 

 
（３）第 14回実務者向け電食防止勉強会開催報告（資料 No.2025-27） 
 

（４）第 60回電食防止講習会について（資料なし） 
   2025年 10月 24日開催予定 
 
（５）第 66回中部・関西電食防止合同研究発表会（資料 No.2025-28） 
   2025年 11月 17日開催予定 
 
（６）研修会行先に関するアンケートの実施（案）（資料 No.2025-29） 
 
（７）第 156回 電食防止研究委員会報告（資料 No.2025-30） 
   第 157回 電食防止研究委員会報告（資料 No.2025-31） 
 

＜次回（2025年度第 3回常任幹事会）開催予定＞ 
・日時：2026年 2月中旬（別途、詳細は 1月初旬にご連絡致します。） 
・議題：電気防食設備設置状況、 
   第 60回電食防止講習会開催報告 

第 66回中部・関西電食防止合同研究発表会開催報告 
第 53回電食防止に関する研修会（案）、 
電鉄および埋設事業者の 2026年度電気防食設備設置計画ｱﾝｹｰﾄ 
電食防止研究委員会報告、他                以 上 



2025 年 7 月 8 日 

   中部電食防止委員会事務局 
 

中部電食防止委員会 2025 年度 第１回常任幹事会 議事録 
 
１．日時 

 2025 年 7 月 7 日（月）16：00～16：45 

 

２．場所 

 Web 会議システム（Zoom）と対面（東邦ガス会議室）の併用 

 

３．出席者（順序不同） 

中部大学           ：高橋会長    出席（対面） 

名古屋工業大学        ：川崎副会長   欠席 

中部大学           ：櫻井副会長   出席（対面、座長） 

名古屋工業大学        ：安井常任幹事  出席 

中部大学           ：山本常任幹事  出席 

東海旅客鉄道㈱                ：岡庭常任幹事  欠席 

東日本旅客鉄道㈱       ：降駒常任幹事  出席 

西日本旅客鉄道㈱       ：久保常任幹事  出席 

名古屋市交通局        ：安藤常任幹事  出席 

名古屋鉄道㈱         ：松本常任幹事  出席 

近畿日本鉄道㈱           ：伊藤常任幹事  出席 

西日本電信電話㈱       ：鈴木常任幹事  出席（対面） 

東日本電信電話㈱       ：牛越常任幹事  欠席 

愛知県企業庁         ：田中常任幹事  出席 

名古屋市上下水道局      ：松井常任幹事  出席 

中部電力パワーグリッド㈱   ：上野常任幹事  出席 

東邦ガスネットワーク㈱    ：伊藤常任幹事  欠席 

中部大学           ：橋本委員    欠席 

名古屋工業大学        ：青木委員    出席（対面） 

事務局(東邦ガスネットワーク㈱)：安達事務局長、前田書記、野澤書記、近藤書記（記）（対面） 

 

☆Zoom での参加者を出席と記載。 

 

４．配布資料 

（1）東日本旅客鉄道(株)2025 年度電気防食設備設置状況       （資料 No.2025-1） 

（2）名古屋市交通局 2025 年度電気防食設備設置状況          （資料 No.2025-2） 

（3）名古屋鉄道(株)2025 年度電気防食設備設置状況          （資料 No.2025-3） 

（4）愛知県企業庁 2025 年度電気防食設備設置状況           （資料 No.2025-4） 

（5）三重県企業庁 2025 年度電気防食設備設置状況               （資料 No.2025-5） 

（6）名古屋市上下水道局 2025 年度電気防食設備設置状況          （資料 No.2025-6） 

（7）東邦ガスネットワーク(株)2025 年度電気防食設備設置状況  （資料 No.2025-7） 

（8）サーラエナジー2025 年度電気防食設備設置状況          （資料 No.2025-8） 

（9）(株)ＩＮＰＥＸパイプライン 2025 年度電気防食設備設置状況  （資料 No.2025-9） 

（10）金沢エナジー(株)2025 年度電気防食設備設置状況        （資料 No.2025-10） 

（11）第 76 回 総会（決議報告）                （資料№2025-11） 

（12）第 14 回 実務者向け電食防止勉強会の開催について（ご案内）(資料№2025-12） 

（13）第 60 回 電食防止講習会の開催について          （資料№2025-13） 

（14）第 66 回 中部・関西電食防止合同研究発表会（案）について （資料№2025-14） 

（15）2025 年度年間スケジュール（案）                          （資料№2025-15） 

 



（16）第 155 回 電食防止研究委員会議事録                       （資料№2025-16） 

（17）総会欠席の事業者への冊子資料の郵送廃止について           （資料№2025-17） 

 

５．議事 

※役員等交代について 

   人事異動に伴い、下記の通り役員等の交代があり、報告した。 

   東海旅客鉄道(株) 常任幹事：加藤様→岡庭様（7月 1日付） 

 

（１）前回常任幹事会議事録確認（書面決議） 

前回議事録（案）として事前にメール済みであり、修正事項等なく、承認された。 

 

（２）各社 2025 年度電気防食設備設置状況 

・東日本旅客鉄道 2025 年度電気防食設備設置状況    （資料 No.2025-1） 

東日本旅客鉄道様より 1件の撤去案件の報告があった。 

 

・名古屋市交通局 2025 年度電気防食設備設置状況     （資料 No.2025-2） 

 愛知県企業庁様より 1件の計画変更について報告があった。 

 

・名古屋鉄道 2025 年度電気防食設備設置状況    （資料 No.2025-3） 

 名古屋鉄道様より 2件の計画変更について報告があった。（事務局にて代読） 

 

・愛知県企業庁 2025 年度電気防食設備設置状況 （資料 No.2025-4） 

 愛知県企業庁様より管理番号 4～10、18～22 の計画について報告があった。 

 

・三重県企業庁 2025 年度電気防食設備設置状況 （資料 No.2025-5） 

 三重県企業庁様より 1件の計画について報告があった。（事務局にて代読） 

 

・名古屋市上下水道局 2025 年度電気防食設備設置状況 （資料 No.2025-6） 

 名古屋市上下水道様より 3件の計画について施工会社が決定したことについて 

報告があった。 

 

・東邦ガスネットワーク 2025 年度電気防食設備設置状況   （資料 No.2025-7） 

 東邦ガスネットワーク様より 1件の計画変更と 2件の仮設外電の設置について 

報告があった。（事務局にて代読） 

 

・サーラエナジー2025 年度電気防食設備設置状況  （資料 No.2025-8） 

 サーラエナジー様より 1件の計画について報告があった。（事務局にて代読） 

 

・ＩＮＰＥＸパイプライン 2025 年度電気防食設備設置状況  （資料 No.2025-9） 

 ＩＮＰＥＸパイプライン様より 1件の計画について報告があった。（事務局にて代読） 

 

・金沢エナジー2025 年度電気防食設備設置状況    （資料 No.2024-10） 

 金沢エナジー様より 1件の計画について報告があった。（事務局にて代読） 

 

（３）第 76 回総会決議報告（資料№2025-11） 

事務局より第 76 回総会における決議結果・会計報告、他地区総会の出席について報告した。 

 

 

（４）第 14 回実務者向け電食防止勉強会（案）（資料 No.2025-12） 

事務局より第 14 回実務者向け電食防止勉強会（案）について、今年度は「A.初心者編(基礎知

識の習得、各種計測の体験学習)」の実施を計画していることをご説明し、審議の結果、ご承認

をいただいた。 



 

（５）第 60 回電食防止講習会（案）（資料 No.2025-13） 

事務局より第 60 回電食防止講習会（案）について、2024 年度に改訂したテキストを使用するこ

と、長野開催予定であること、昨年度までの受講者アンケート結果を基に講習スケジュールを

変更することをご説明し、審議の結果、ご承認をいただいた。 

 

（６）第 66 回 中部・関西電食防止合同研究発表会（案）（資料 No.2025-14） 

事務局より第 66 回 中部・関西電食防止合同研究発表会（案）について、今年度は関西での開

催となること、講演については現時点で詳細は未定であるが、前回実績から中部電食防止委員

会からは 2テーマの発表となる見込みで、発表者は中部大学の先生と日本防蝕工業(株)様にご

依頼する予定であることをご説明し、ご承認をいただいた。なお、正式な講演依頼は関西電食

防止委員会様より発表会の内容について受領次第行うことをご説明した。 

 

（７）2025 年度年間スケジュール（案）（資料 No.2025-15） 

事務局より 2025 年度年間スケジュール（案）についてご説明した。 

 

（８）第 155 回 電食防止研究委員会報告（資料 No.2025-16） 

事務局より、第 155 回の電食防止研究委員会の開催状況及び議事録の内容について報告を実施

した。 

 

（９）総会欠席の事業者への冊子資料の郵送廃止について（資料 No.2025-17） 

  事務局より、電子化への取り組みや中部電食防止委員会ホームページにおける総会資料の公開

を踏まえ、総会欠席事業者様への冊子資料の郵送の廃止・希望者のみ郵送への変更案を提案し、

審議の結果、ご承認をいただいた。 

 

＜次回（2025 年度第 2回常任幹事会）開催予定＞ 

・日時：2025 年 10 月 22 日（水）16：00～ 

・形式：リモート＋対面のハイブリッド（対面は東邦ガス会議室） 

・議題：電気防食設備設置状況、第 14 回実務者向け電食防止勉強会開催報告、 

第 66 回中部・関西電食防止合同研究発表会（発表会講演者等）、 

研修会行先に関するアンケートの実施、 

電食防止研究委員会報告、他  

以 上 
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2025 年 10 月 22 日 

 

 

 

名古屋市交通局 2025 年度 電気防食設備設置状況 

 

１．電気防食装置設置状況一覧 

番号 防食路線(施設)名 防食設備内容 設置場所 関係事業者 着手予定年月 完了予定年月 通知事項 記  事 

１ 前津変電所設備更新  
名古屋市中区富士見

町７番２２号 
 令和４年８月 令和８年２月  

（整流器） 

1,500kW×3 台、4,000kW×2 台 

↓ 

1,500kW×2 台、4,000kW×2 台 

２         

３         

 

 

 

２．連絡先 
   企業名 名古屋市交通局 

部署名 技術本部車両電気部電気課 

担当者名 安藤 善文 

ＴＥＬ 052-972-3894 

   ＦＡＸ 052-972-3936 

 

 

以   上 

資料№2025-19 
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2025年 10月 22日 

 

 

 

（名古屋鉄道株式会社） 2025年度 電気防食設備設置状況 

 

１．電気防食装置設置状況一覧 

番号 防食路線(施設)名 防食設備内容 設置場所 関係事業者 着手予定年月 完了予定年月 通知事項 記  事 

１ ナゴヤ球場前変電所 変成機 
名古屋市中川区山王

３丁目１６−２８ 
― 2025.4 2026.2  

容量変更 

6000KW⇒7000KW 

２ 黒笹変電所 変成機 
みよし市黒笹いずみ

１丁目 
― 2025.4 2026.3  

容量変更 

6000KW⇒4000KW 

３         

 

 

 

２．連絡先 
   企業名 名古屋鉄道株式会社 

部署名 電気部 電気課 

担当者名 松本 翔（まつもと しょう） 

ＴＥＬ 052-825-3119 

   ＦＡＸ 052-825-3120 

 

 

以 上 

資料№2025-20 



資料№2025-21

2025年10月22日

　　愛知県企業庁　2025年度　電気防食設備設置状況

１　電気防食装置設置状況一覧

番号 防食路線（施設）名 防食設備内容 設 置 場 所 関係事業者 着手予定年月 完了予定年月 通知事項 記事

1 緑幹線和合外電
外部電源装置
60V-20A　1台

愛知郡東郷町和合新濁池地内 なし 令和7年2月 令和8年3月 更新

2 緑幹線白土外電
外部電源装置
60V-30A　1台

名古屋市緑区鳴海町字白土地
内

東邦ガス(株) 令和7年2月 令和8年3月 更新 東邦ガス(株)との干渉調査予定

3 緑幹線阿原外電
外部電源装置
60V-15A　1台

名古屋市南区阿原町地内 なし 令和7年2月 令和8年3月 更新

4
第２犬山幹線
小牧古雅整流器

外部電源装置
60V-10A　1基

小牧市古雅地内 小牧市水道 令和７年１月 令和８年１月 新設 小牧市水道との干渉調査予定

5 一宮竹橋整流器
外部電源装置
60V-10A　1基

一宮市竹橋町地内 令和７年11月 令和８年3月 更新

6 一宮中島整流器
外部電源装置
60V-10A　1基

一宮市萩原町東宮重地内 令和７年11月 令和８年3月 更新

7 幸田幹線安城小川排流器
シリコン排流器
150A　1基

安城市小川町地内 名古屋鉄道(株） 令和７年9月 令和９年2月 更新

8 豊田幹線豊田鴻ノ巣排流器
シリコン排流器
150A　1基

豊田市鴻ノ巣町地内 名古屋鉄道(株） 令和７年9月 令和９年2月 更新

9 第1刈谷線刈谷幸排流器
シリコン排流器
150A　1基

刈谷市幸町地内 名古屋鉄道(株） 令和７年9月 令和９年2月 更新

10
第1衣浦幹線碧南天王排流
器

シリコン排流器
150A　1基

碧南市天王町地内 名古屋鉄道(株） 令和７年9月 令和９年2月 更新

11 豊川権現線平尾外電
直流電源装置　屋外自立型
60Ｖ－10Ａ　１台

豊川市平尾町地内 令和6年11月 令和8年2月 更新

12 豊川権現線樽井外電
直流電源装置　屋外柱上型
60Ｖ－5Ａ　１台

豊川市長草町地内 令和6年11月 令和8年2月 更新

13 豊川権現線谷川外電
直流電源装置　屋外自立型
60Ｖ－10Ａ　１台

豊川市東名町地内 令和6年11月 令和8年2月 更新

14 第２新城線下条東外電
直流電源装置　屋外柱上型
60Ｖ－20Ａ　１台

豊橋市下条東町地内 令和6年11月 令和8年2月 更新

15 豊橋臨海幹線老津外電
直流電源装置　屋外柱上型
60Ｖ－15Ａ　１台

豊橋市老津町 令和6年10月 令和8年2月 更新

16 豊橋臨海幹線明海東外電
直流電源装置　屋外柱上型
60Ｖ－20Ａ　１台

豊橋市明海町 令和6年10月 令和8年2月 更新
設置場所移設、更新前：屋外自立
型、更新後：屋外柱上型

17 豊橋臨海幹線明海西外電
直流電源装置　屋外柱上型
60Ｖ－20Ａ　１台

豊橋市明海町 令和6年10月 令和8年2月 更新
更新前：屋外自立型、更新後：屋外
柱上型

18 豊橋城下線東小鷹野外電
直流電源装置　屋外自立型
60Ｖ－5Ａ　１台

豊橋市東小鷹野2丁目地内 サーラエナジー(ガス) 令和7年9月 令和9年2月 新設
サーラエナジー(ガス)との干渉調査
予定

19 豊橋城下線多米外電
直流電源装置　屋外自立型
60Ｖ－10A,5Ａ(2回路)　1台

豊橋市多米町地内 豊橋市水 令和7年9月 令和9年2月 新設 豊橋市水との干渉調査予定

20 豊橋城下線飯村外電
直流電源装置　屋外柱上型
60Ｖ－10Ａ　１台

豊橋市飯村町地内 令和7年9月 令和9年2月 新設

21 豊橋城下線豊栄外電
直流電源装置　屋内自立型
60Ｖ－15Ａ　１台

豊橋市豊栄町地内 令和7年9月 令和9年2月 新設

22 豊橋城下線富士見台外電
直流電源装置　屋内自立型
60Ｖ－5Ａ　１台

豊橋市富士見台5丁目地内 豊橋市水 令和7年9月 令和9年2月 新設 豊橋市水との干渉調査予定

下線部は時点修正か所を示す。

２　連絡先

番号 担当者 連絡先

電話(0562)33－2282

FAX（0562）33－2285

電話(0586)-45-1170

FAX（0586）45-8490

電話（0566）98-5652

FAX（0566）98-5653

電話（0532）61-2839

FAX（0532）61-5431

電話（0532）61-2839

FAX（0532）61-5431

電話（0532）61-2848

FAX（0532）61-5431

11～14
東三河水道事務所
配水課
大橋技師

15～17
東三河水道事務所
配水課
浅岡主査

18～22
東三河水道事務所
建設課
越賀技師

1～3
愛知用水水道事務所
配水課　配水G
石田技師

4～6
尾張水道事務所
配水課
杉浦主査

7～10
西三河水道事務所
配水課　送水G
鬼頭技師
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2025年 10月 22日 

 

 

 

（三重県企業庁） 2025年度 電気防食設備設置状況 

 

１．電気防食装置設置状況一覧 

番号 防食路線(施設)名 防食設備内容 設置場所 関係事業者 着手予定年月 完了予定年月 通知事項 記  事 

１ 三期・伊坂外電 外部電源方式 四日市市伊坂町 地内 なし 2025.9 2026.3 なし  

２ 三期・馳出外電 外部電源方式 四日市市馳出地内 なし 2025.9 2025.12 なし 令和 7 年 8 月 7 日追加 

３         

 

 

 

２．連絡先 
   企業名  三重県企業庁 

部署名  技術管理・機電施設課 

担当者名 岡本幸樹 

ＴＥＬ  059-224-2656 

   ＦＡＸ  059-224-3043 

 

 

以   上 

資料№2025-22 
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2025年 10月 22日 

 

 

 

（名古屋市上下水道局） 2025年度 電気防食設備設置状況 

 

１．電気防食装置設置状況一覧 

番号 防食路線(施設)名 防食設備内容 設置場所 関係事業者 着手予定年月 完了予定年月 通知事項 記  事 

１ 朝日系導水路 
外部電源装置 

（60V×5A） 

稲沢市祖父江町字大

薮付近 
対象有 2025 年 3 月 2026 年 3 月 新規 株式会社ナカボーテック 

２ 朝日系導水路 
外部電源装置 

（60V×10A） 

一宮市玉野字上葭野

付近 
対象有 2025 年 3 月 2026 年 3 月 新規 株式会社ナカボーテック 

３ 朝日系導水路 
外部電源装置 

（60V×5A） 

稲沢市西島一丁目付

近 
対象有 2025 年 3 月 2026 年 3 月 新規 株式会社ナカボーテック 

 

 

 

２．連絡先 
   企業名 名古屋市上下水道局 

部署名 技術本部管路部配水課 

担当者名 奥平 圭祐 

ＴＥＬ 052-972-3685 

   ＦＡＸ 052-972-3679 

 

 

 

以   上 

資料№2025-23 



2 

 

2025年 9月 25日 

（東邦ガスネットワーク株式会社） 2025年度 電気防食設備設置状況（計画） 

 

１．電気防食装置設置状況一覧 
番号 防食路線(施設)名 防食設備内容 設置場所 関係事業者 着手予定年月 完了予定年月 通知事項 記  事 

1 一宮～尾西線 
一宮第 3 外電 

（新設） 

愛知県一宮市萩原 

地内 
愛知県企業庁 2025 年 6 月 2025 年 10 月 調査中 添付資料（1）参照 

2 一宮～尾西線 
尾西三条 

外電（新設） 

愛知県一宮市三条 

知内 
愛知県企業庁 2025 年 6 月 2025 年 10 月 調査中 添付資料（1）参照 

3 南部幹線Ⅱ期 
安城小川外電 

（新設） 

愛知県安城市小川町南

門原 5 番 
愛知県企業庁 2024 年 4 月 2026 年 7 月  添付資料(2)参照 

4 南部幹線Ⅱ期 
半田緑ヶ丘 

外電№2（新設） 

愛知県安城市小川町南

門原 5 番 
愛知県企業庁 

設置済み（表中 1 の竣工 

に合わせて稼働する計画） 
 添付資料(2)参照 

5 鵜沼線 
鵜沼外電 

（増強） 

岐阜県各務原市 

真名越町 3 丁目付近 
なし 2025 年度 2025 年度  添付資料（3）参照 

6 今村～豊田線 

(仮称) 

新梅坪外電 

（新設） 

愛知県豊田市梅坪町付

近 

名古屋鉄道 

愛知環状鉄道 
2025 年度 2025 年度  調整中 

7 猪子石～桃花台線 

猪高外電 

№3 回路 

（仮設） 

名古屋市名東区 

藤里町地内 
下記の連絡先まで 

ご連絡下さい。 

2025 年 6 月 2026 年 6 月 
臨時 

仮設 
添付資料(4)参照 

8 猪子石～桃花台線 

桃花台外電 

№2 回路 

（仮設） 

愛知県春日井市 

桃山町 3 丁目知内 
2025 年 6 月 2026 年 6 月 

臨時 

仮設 
添付資料(4)参照 

 

２．連絡先 
   企業名：東邦ガスネットワーク株式会社 

部署名：導管部 幹線センター 導管管理課 

担当者名：鈴木 孝夫 

ＴＥＬ：052-872-9692 

   ＦＡＸ：052-872-9497 

以   上 

資料№2025-24 

追記：番号 7、8 については、防食状態 

が安定しているため、稼働を見

送るもの。 



 

一宮第 3 外部電源装置（ 一宮～尾西線）  

尾西三条外部電源装置（ 一宮～尾西線）  

 

添付資料（ 1）  

尾西三条外電位置（ 5A）  

一宮第 3 外電位置（ 5A）  

国土地理院地図を使用



安城小川外電防食効果範囲(南部幹線Ⅱ期) 

半田緑ヶ丘外電№2 防食効果範囲（南部幹線Ⅱ期） 

安城小川外電 

（ 60V×5A）  

半田緑ヶ 丘外電№2 

（ 60V×5A）  

添付資料（ 1）添付資料（ 2）

国土地理院地図を使用



既設廃止
鵜沼外電位置（5A）

電極増強
鵜沼外電位置（現行2.5A→10A）

鵜沼外部電源装置(鵜沼線)

国土地理院地図を使用

添付資料（3）



桃花台外電位置（5A→10A）

猪高外電位置（5A）

猪高外部電源装置（猪子石～桃花台線）
桃花台外部電源装置（猪子石～桃花台線）

国土地理院地図を使用

添付資料（4）
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2025年 10月 22日 

 

 

 

（サーラエナジー株式会社） 2025年度 電気防食設備設置状況 

 

１．電気防食装置設置状況一覧 

番号 防食路線(施設)名 防食設備内容 設置場所 関係事業者 着手予定年月 完了予定年月 通知事項 記  事 

１ 牛久保外部電源装置 
外部電源装置

廃止 

豊川市牛久保町 

大手町 37-12 
なし 

2025年 6月 

2025年 10月 

2025 年 7月 

2025 年 10月 
なし  

２         

３         

 

 

 

２．連絡先 
   企業名 サーラエナジー株式会社 

部署名 供給保安部 供給企画グループ 

担当者名 田畑 佑介 

ＴＥＬ ０５３２－３３－３３３１ 

   ＦＡＸ ０５３２－３３－３３３９ 

 

 

以   上 

資料№2025-25 
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2025 年 9 月 3 日 

 

 

 

（金沢エナジー） 2025 年度 電気防食設備設置状況 

 

１．電気防食装置設置状況一覧 

番号 防食路線(施設)名 防食設備内容 設置場所 関係事業者 着手予定年月 完了予定年月 通知事項 記  事 

１ 港外部電源装置 外部電源装置 石川県金沢市湊 3-6 なし 2025 年 6 月 2025 年 10 月 なし なし 

 

 

 

２．連絡先 
   企業名  金沢エナジー株式会社 

部署名  地域エネルギー供給部 ガス保安課 

担当者名 三浦 鷹弘 

ＴＥＬ  070-1531-4070-1531-4899（直通） 

   ＦＡＸ  076-224-0131 

 

 

以   上 

資料№2025-26 

2025年10月22日



 資料№2025-27  

 

2025年 10月 22日 

中部電食防止委員会 

 

第 14回実務者向け電食防止勉強会 開催報告 

 

 

１．開催日時：2025年 9月 26日（金）13：30～17：00 

 

２．開催場所：東邦ガス株式会社 本社 安全技能研修センター 2F 第六教室 

 

３．受 講 者： 33名 

 

４. 受 講 料： 無料 

 

５. 講習科目および講師等 

 項目 内容 講師 

１ 基礎知識の習得 ・金属の腐食について 

・鉄道の歴史について 

・電食による腐食について 

・電食防止対策にいて 

・電食防止設備（選択排流器）の 

設置に至るまで 

㈱ナカボーテック 

２ 各種計測の 

体験学習 

・電位測定 

・絶縁測定 

㈱ナカボーテック 

 

６.予  算 

［支出］勉強会費：（予  算）￥ ２００，０００ 

         （実  績）￥  ８５，１２０ 

 

７.アンケート結果と分析 

  別紙参照 

 

   

  以 上 



＜電食防止勉強会 アンケート結果集計＞

受講No. 0 所属 氏名 全体平均 受講前 受講後

0 1 腐食の分類を知っている 2.6 4.2

2 自然腐食と電食の違いを知っている 2.8 4.2

3 マクロセル腐食の例を挙げ、その仕組みを説明できる 2.0 3.9

4 ミクロセル腐食の仕組みと特徴（腐食の形状）を知っている 1.9 3.9

5 電食の原因と特徴（腐食速度、腐食の形状）を説明できる 1.8 3.6

6 防食の分類を知っている 2.5 3.9

7
代表的な防食方法（環境遮断、電気防食）の概要を知ってい
る

2.2 3.8

8
流電陽極方式と外部電源方式の長所、短所をそれぞれ説明で
きる

1.9 3.6

9 直流電気鉄道と交流電気鉄道の違いを理解している 1.7 3.1

10 電気設備施設に関する代表的な法令・基準の例を挙げられる 1.4 2.5

受講実績 平均：0.5回 最大：4回 最少：0回 11
管対地電位、Ｍｇ陽極発生電流、絶縁測定のための結線がで
きる

1.6 2.7

12 管対地電位測定が実施できる 1.7 2.8

13 管対地電位測定における参照電極種を知っている 1.7 3.3

14 管対地電位測定における参照電極換算値を知っている 1.4 3.2

15 環境ごとに参照電極の使い分けができる 1.3 2.4

16 Mg陽極発生電流測定が実施できる 1.6 2.8

17 電流測定用シャント抵抗の換算ができる 1.5 3.0

18 Mg陽極寿命が計算できる 1.4 3.0

19 絶縁継手の絶縁チェックが実施できる 1.4 2.9

20 各測定結果より、総合的に防食効果の判定ができる 1.6 3.0

全体 設　　　　　　　　　　問

基
礎
知
識

計
測
器
を
用
い
た
測
定

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

基礎知識 計測器を用いた測定

総括グラフ 受講前 受講後

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0
1

2

3

4

5

6

7

8

9

1
0

基礎知識

受講前 受講後

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0
11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

計測器を用いた測定

0

2

4

6

8

10

12

経験なし 1年未満 2年未満 3年未満 3年以上

(人
)

実務経験 実務経験



1.総評

2.講習内容に関する意見
＜座学・体験学習についての意見＞

事務局 →
理解が深まったとのご意見をありがとうございます。次回以降も今回と同様に、座
学・体験学習の複合形式で、参加者が理解しやすい勉強会にしていきます。

事務局 →
体験学習の内容で出てくる専門的事項については、体験学習前に参加者に対して説
明するなど、講師の方とより分かりやすい内容にするように調整していきます。

事務局 →
いただいたご意見は、勉強会の内容等を踏まえて、次回の勉強会での参考に
させていただきます。

＜勉強会及びテキストについてご意見・ご要望＞

事務局 →
勉強会時間の都合上、参加者が実際に計測時間はありませんでした。参加者が実際
に計測をすることについては、勉強会の内容や時間を踏まえて、次回の勉強会での
参考にさせていただきます。

事務局 →
テキストは、講師の著作物であるため、電子データの配布はできかねますこと、
ご了承ください。

テキストの電子データがいただけるならいただきたい（職場にて共有するため）。

勉 強 会 ア ン ケ ー ト 結 果 　概 要

「わかりやすい」「勉強になった」等の肯定的な意見をいただきました。
　腐食・防食に関する基礎的な座学学習と、防食電位や絶縁状態の測定の体験学習の複
合形式によるカリキュラムにより、特に防食業務に関わる初学者や新任者にノウハウ提
供ができたと感じています。
いただいたご意見につきましては、次回に活かして参りたいと存じます。

基礎から学ぶことができ、実際に測定・記録することで理解が深まった。

計測方法の原理、座学で出てこなった専門用語等を説明したうえで、体験学習を
実施してほしい。

勉強会時間を長くしてほしい（半日、1日など）。

参加者が実際計測をする時間を設けていただきたい。

凡例

朱記：改善意見

青記：肯定意見



2025 年 10 月 22 日 

会員各位 

 

中 部 電 食 防 止 委 員 会  

会 長 高 橋   誠 

関西電食防止対策委員会 

委員長 松 浦 虔 士 

 

第６6 回 中部・関西電食防止合同研究発表会 開催のご案内 

 

拝啓 秋涼の候、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

平素は、当委員会の事業運営に格別のご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。 

さて、恒例となりました研究発表会を下記のとおり開催する運びとなりました。 

防食技術の更になる発展のため、ふるってご参加下さいますようご案内申し上げます。 

なお、準備の都合上、勝手ながら 10 月 30 日 (木)までに、添付の「参加申込書」に 

ご記入の上、ご回答いただきたくよろしくお願い申し上げます。 

 

敬 具 

 

記 

 

１．日 時 2025 年 11 月 17 日（月） 

受付開始   １２：３０～ 

発表会    １３：３０～ 

情報交換会  １７：３０～ 

 

 

２．場 所    オービック御堂筋ビル ２Ｆ オービックホール  

〒541-0046 大阪府大阪市中央区平野町４丁目２－３ （ホールＢ、C）  

＊別紙アクセスマップ参照  

 

 

３．発表内容（6 件） 

（１）再生可能なコンクリート埋設型照合電極の開発 

＜中部＞日本防蝕工業株式会社  中澤 貴幸 氏、田代 賢吉 氏 

 

（２）ステンレス鋼の不動態皮膜と表面改質 

≪賛助発表≫中国電食防止対策委員会  広島工業大学  教授  王  栄光 氏 

 

 （３）亜鉛テープを用いた金属配管の防食 

＜関西＞株式会社ナカボーテック 八木 雄太 氏 

 

 



（４）長期陰分極下においた鋼の分極曲線とインピーダンス挙動 

＜関西＞日本防蝕工業株式会社  技術研究所長 田代 賢吉 氏 

 

 （５）水和膨張しないＨ+- O2-混合イオン導電体の発見と SDGs に貢献する電気化学

デバイスへの応用の可能性 

       ＜中部＞中部大学  教授 橋本 真一 氏 

 

（６）土壌が酸性を呈する時，何がそうもたらしたか？ 

－世界に広く分布する酸性硫酸塩土壌 － 

≪賛助発表≫電食防止研究委員会  顧問  梶山 文夫 氏 

 

４．問合せ先 

中部電食防止委員会 事務局 

東邦ガスネットワーク株式会社 導管部 幹線センター 内 

（事務局長）安達 俊彰 

（書  記）前田 芳孝、野澤 皓平、近藤 美幸 

ＴＥＬ： ０５２－８７２－９６９２ 

ＦＡＸ： ０５２－８７２－９４９７ 

E-mail： chudenbou@tohogas.co.jp 

 

関西電食防止対策委員会 事務局 

大阪ガスネットワーク株式会社 

総合保安部 保全マネジメントチーム 防食グループ 内 

（事務局長） 三宅 英之 

（書  記） 西岡 昂洋、三島 昭二 

ＴＥＬ： ０８０－２４１５－９０５４ 

ＦＡＸ： ０６－６５８６－３３５７ 

E-ｍail： info@kandenshoku.org 

 

以上 



〒541-0046 大阪府大阪市中央区平野町4丁目2-3 オービック御堂筋ビル2F

TEL. 06-6228-6500 (平日 9:00～19:00)

オービックホール



 

                                 資料№2025-29 

 

各  位 
                            2025年 10月 30日 

                            中部電食防止委員会 
第 53回研修会について（お願い） 

 
 平素は、当委員会の事業運営にあたり格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。 
さて、第 53回研修会の開催にあたり、見学施設のリストアップを行いたく、貴事業者様でご紹

介いただける施設、他事業者・公共施設等見学希望先について、お手数ですが、添付エクセルを
Ｅメールにて事務局までご連絡をお願いします。 
時節柄ご多忙のことと存じますが、ご高配いただきますようお願い申しあげます。 

 
１．研修会開催時期 
   2026年 4月頃 
 
２．昨年度のリストアップ 
 （１）会員の施設でご紹介いただけるものとしてリストアップされたもの 

・愛知環状鉄道 

北野桝塚構内 
・輸送指令所（電気指令含む） 
・電子連動継電器室（構内進路数＝101） 
・電鉄変電所（容量(4670ｋVA)：DC＝1500V AC＝6600V） 

・岐阜県都市建築部 中津川浄水場、山之上浄水場、川合浄水場 
・ＪＦＥエンジニアリング JFEスチール株式会社 知多製造所 

（２）その他見学先の希望としてリストアップされたもの 
・愛知環状鉄道 北野桝塚構内 
・山梨県リニア見学センター 
・リニア名古屋駅工事現場 
・東邦ガス 高機能バイオ炭「宙炭」プラント施設 
・名古屋鉄道 神宮前指令所 
・NTT とう道 知多電力館 

 
３．近年の研修会見学先 

・2014 年 4 月 17 日 大学共同利用機関法人 自然科学研究機構 核融合科学研究所 

国土交通省 中部地方整備局 庄内川河川事務所 小里川ダム 

名古屋市交通局 前津電気指令室・前津変電所 

・2015 年 4 月 21 日 中部電力㈱ 東清水変電所 

・2016 年 4 月 12 日 

 

・2017 年 4 月 14 日 

とよたエコフルタウン、新舞子マリンパーク風力発電所 

矢作建設工業株式会社 鉄道技術研修センター 

名古屋市上下水道局 水の歴史資料館 

衣浦東部浄化センター 

へきなんたんトピア 

・2018 年 4 月 13 日 岐阜県中津川浄水場 

 岐阜県釜戸小水力発電所 

 名古屋市交通局前津変電所 

・2019 年 4 月 名古屋鉄道㈱ 神宮前指令所 

 愛知県企業庁 犬山浄水場 

 ＮＴＴ西日本(株) データセンタ 

・2024 年 4 月 中部電力㈱ 浜岡原子力発電所 

・2025 年 4 月 山梨県立リニア見学センター 

                         

４．連絡先 中部電食防止委員会事務局 
      東邦ガスネットワーク株式会社 

導管部 幹線センター内 
担当：前田芳孝、野澤皓平、近藤美幸 

      TEL :052-872-9692 FAX:052-872-9497  
      E-mail: chudenbou@tohogas.co.jp 
 
５．締切り 2025年 11月 28日（金） 

以 上

案 



 

 

研修会に関するアンケート 

 

参加者数は４０名を予定しております。 

貸切バスにて、日帰りで移動可能な地域にて、ご回答いただけましたら幸いです。 

 

【アンケート提出先】 

中部電食防止委員会事務局 

   東邦ガスネットワーク株式会社 

導管部 幹線センター内 

前田、野澤、近藤行き 

       提出先アドレス：chudenbou@tohogas.co.jp 

 

【アンケート内容】添付エクセルにて回答をお願いします 

①事業者名 

②部署名 

③氏名 

④TEL 

 

⑤貴事業者様の施設でご紹介いただけるもの（40名が見学可能な場所をご紹介ください） 

⑥他事業者・公共施設等で見学先のご希望があればお書きください。 

⑦その他 ご要望等ございましたらお書きください。 

 

【締切：2025年 11月 28日（金）】 

 

※Eﾒｰﾙでのご回答ができない場合は、上記①～⑦を記載の上、FAX にてご回答願います 

FAX:052-872-9497 

mailto:chudenbou@tohogas.co.jp


（1/1） （案）

開催日時 令和7年5月14日（水） 13:30～15:00

開催場所 電気学会会議室及びzoom

東京都千代田区五番町6-2

１．出席者

27名。（添付参加者名簿参照）

２．議事概要

2.1　前回議事録承認（配布資料あり）

第155回定例委員会議事録（案）が報告され承認された。

　 ISO国際規格文書記述上の注意事項について梶山顧問より紹介がされた。

　文章の中では、用語及び語句の統一は必須である。既存の他のISOとの整合性に気を付けなければならない。

　用語は固有名詞であるので、勝手に用語を変えてはならない。異なる用語、語句は異なる意味の用語、語句

を意味する。

　硫酸塩還元菌（SRB）によって影響される鉄の腐食状態と速度について梶山顧問より紹介がされた。

　本論文は「防錆管理/2025-2」に掲載されたものである。

　硫酸塩還元菌（SRB）の活動は、鋼や鋳鉄の鉄系材料に対して、激しい腐食をもたらすのか、それとも

腐食を抑制するのか、本論文は硫酸塩還元金（SRB）によって影響される鉄の腐食状態と速度について

述べられている。

　光ファイバセンシングによる地中空洞検知プロジェクトについてNTT東日本宮脇様、法月様より紹介がされた。

　光ファイバセンシングとは光ファイバをセンサとして活用し、温度、歪、振動などを測定（センシング）

することで、光ファイバにそって連続的に測定を行う事が出来る。

　地中空洞検知は、地下に敷設してある光ファイバによって空洞の有無による振動特性の変化により検知を行う。

　本プロジェクトは2025年2月に始動し、今後実現性を検証していく。

　硫酸塩還元菌が存在する鉄の嫌気性環境における第一鉄イオンとリン酸イオンの確かな役割について梶山顧問

より紹介がされた。

　Feが硫酸塩還元菌（SRB）とリン酸イオンが存在する電解質中にあり、Feの初期の酸化過程から還元過程に

環境変化する場合、Fe表面に腐食を抑制するFeS被膜が生成されないので、Feは嫌気性腐食が進行する。

　また、酸化過程で生成したFePO4は還元されてFe３（PO４）２になり、フリーのPO４
3-

が電解質中に溶出

しリンの富栄養化現象が起こると、赤潮の発生などの海洋汚染が誘起されうる。

　ホームページ分科会活動報告、ホームページ改定及びパスワードの連絡（畠中委員長）

　今後の会議日程の伝達。（竹葉幹事）

【次回開催案内】 第156回　定例委員会

開催日時： 令和7年　7月23日（水） 13:30～

開催場所： 電気学会会議室及び zoom

裏面につづく

2.6　その他、事務局連絡

電食防止研究委員会　第156回　定例委員会議事録

2.2　定-612 ISO国際規格文書記述上の注意事項（配布資料あり）

2.3　定-613 硫酸塩還元菌（SRB）によって影響される鉄の腐食状態と速度（配布資料あり）

2.4　定-614 光ファイバセンシングによる地中空洞検知プロジェクト（配布資料あり）

2.5　定-615 硫酸塩還元菌が存在する鉄の嫌気性環境における第一鉄イオンとリン酸イオンの確かな役割（配布資料あり）

資料No.2025-30



電食防止研究委員会　第155回　定例委員会　出席者名簿

役職 氏名 所属団体・企業 出欠 代理出席者・同行者  所属・氏名

1 委員長 畠中　省三 ＪＦＥエンジニアリング㈱ 〇

導管事業部　導管技術部

2 副委員長 小西　武史 公益財団法人　鉄道総合技術研究所 〇

電力技術研究部　き電

3 副委員長 深谷　朝之 日本防蝕工業㈱ 〇

東京支店　第二技術部

4 会計 中村　康朗 東京ガスネットワーク㈱ 〇

監事 技術革新部 技術統括グループ

5 会計 山田　健太郎関東鉄道協会 〇

監事 ［ 小田急電鉄㈱］

6 顧問 梶山　文夫 東京電蝕防止対策委員会 〇

7 幹事 竹葉　康之 ㈱ナカボーテック 〇

（庶務） 東京支店 地中・陸上担当部

8 委員 山野　　剛 日本防蝕工業㈱ 〇

（会計） 東京支店　第一技術部

9 幹事 品川　尚史 ㈱ジェイアール総研電気システム

(企画） 電力部

10 幹事 土渕　孝浩 東京地下鉄㈱ 〇

電気部 電力課

11 幹事 久野　泰史 ㈱ナカボーテック 〇

技術統括部 技術部

12 委員 折口　壮志 NTT東日本技術協力センタ 〇 宮脇様、法月様（議題発表で参加）

伊東様（webで参加）

13 委員 三島　昭二 大阪ガスネットワーク㈱

(代理：大阪ガス 西川様） 総合保全部 保全マネジメントチーム 防食グループ 〇 代）西川様

14 委員 田中　　裕 公益財団法人　鉄道総合技術研究所

鉄道国際規格センター

15 委員 山川　唯人 東日本旅客鉄道㈱ 〇

電気ネットワーク部 保安･電路G

16 委員 橋本　康功 東日本旅客鉄道㈱ 〇

JR東日本研究開発センター テクニカルセンター

17 委員 清水 歩 東海旅客鉄道㈱ 〇

総合技術本部 技術開発部 

18 委員 吉田　修 西日本旅客鉄道㈱ 〇

電気部 電気課

19 委員 生越　啓史 東京都交通局 〇

日沼　利栄 事務局：車両電気部電力課

20 委員 石川　稔 関西鉄道協会 〇

［阪急電鉄㈱］

21 委員 西尾　和晴 中部鉄道協会 事務局長 〇

窓口　小塚 仁史　 代）松本様

22 委員 前田　亮 一般社団法人　日本ガス協会 技術部 〇

敬称略 （１／２ページ）

令和7年5月14日（水）



電食防止研究委員会　第155回　定例委員会　出席者名簿

役職 氏名 所属団体・企業 出欠 代理出席者・同行者  所属・氏名

23 委員 荒木　尚人 一般社団法人日本鉄道電気技術協会 〇

24 委員 奥村　智之 一般社団法人日本電気協会 〇

25 委員 小林　泰宏 ＪＦＥエンジニアリング㈱ 〇

総合研究所

26 委員 高原　朋二 日本防蝕工業株式会社

東京支店 第二技術部

27 委員 梶山　文夫 東京電蝕防止対策委員会 委員長 〇

中村　康朗 事務局 技術革新部 技術統括グループ 〇

28 委員 松浦　虔士 関西電食防止対策委員会　委員長 〇 代）西川様

三島　昭二 同事務局　大阪ガスネットワーク総合保全部 保全マネジメントチーム 防食グループ

29 委員 高橋　誠 中部電食防止委員会　会長

丹下　昌彦 同事務局　東邦ガスネットワーク㈱導管部 〇

30 委員 矢吹　彰広 中国電食防止対策委員会　委員長

赤名　祐樹 同事務局　広島ガス㈱導管事業部

31 委員 千葉　信宏 新潟電蝕防止対策協議会　会長

須藤　健 同事務局　東日本旅客鉄道株式会社　新潟支社

敬称略 （２／２ページ）

令和7年5月14日（水）



 



 



 



 



 



NTT東、 既存の光フ ァ イ バーを利用し て 
地中空洞を検知する プロ ジェ ク ト  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 NTT東日本は、 地下に敷設し てある 通信用光ファ イ バーを活用し 、 路面の空洞検知を実現する 検証プ

ロ ジェ ク ト を 2 月 13 日に開始する 。 空洞の早期発見に役立て、 路面陥没リ ス ク の低減を目指す。  

 都市部や住宅街では道路下に水道/ガス /電気/通信などの地下管路が多く 設置さ れており 、 こ れら の

劣化が原因で路面下に空洞が発生し た場合に重大事故につながる 恐れがある 。 空洞が原因と 見ら れる

道路陥没は年間で 1 万件以上発生し ている 一方で、 現状では地下 2m程度以上の非開削で確認する のが

難し いため、 空洞の発見が大き く 遅れる こ と が懸念さ れる 。  

 そこ で、 NTT東日本では同社が保有する 地下の通信用光ファ イ バーを振動センサーと し て活用。 流域

下水道と いった大型地下埋設管と 並行し て敷設さ れている 通信用光ファ イ バーの片端にセンシング装

置を取り 付け、 周辺の地盤を経由し て伝わってく る 自動車などの走行に起因する 振動データ を収集す

る 。  

 そし て収集し たデータ を、 大学などの研究機関と 連携し て分析し 、 前後の時間と の振動特性を比較

する こ と によ り 、 空洞の発生を検知し たり 、 過去から 存在し ていた空洞を検知し たり する こ と の実現

性を検証する 。  

 こ の検出方法では、 新たなセンサーの設置が不要で、 無給電で通信用光ファ イ バーのルート に沿っ

た区間を連続的にモニタ リ ング可能。 また、 地表から の検査技術と 比較し た場合、 深い地点の地中振

動特性の変化を高精度で、 かつ人手を介さ ずに常時( 24 時間 365 日) モニタ リ ングし 続けら れる のが特

徴。  

 一方で、 検証を完遂する には、 検知し たデータ に基づき 自治体と 協働で実際に空洞有無を確認する

必要がある ため、 今後、 実証パート ナーと なる 自治体と の共同検証体制の構築に取り 組むと いう 。 な

お、 本プロ ジェ ク ト の始動に先駆けて、 埼玉県の一部エリ アにおける 振動データ の収集を開始し てい

る と いう 。  
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（1/1） （案）

開催日時 令和7年7月23日（水） 13:30～14:50

開催場所 電気学会会議室及びzoom

東京都千代田区五番町6-2

１．出席者

21名。（添付参加者名簿参照）

２．議事概要

2.1　前回議事録承認（配布資料あり）

第156回定例委員会議事録（案）が報告され1点の修正をもって承認された。

　上記3件について梶山顧問より報告がされた。

大地や丘陵地での大規模土木工事が進展する中で、掘削などにより地表に露出した盛土地盤（海成粘土）の

酸化は硫酸を生成し、鋼製インフラに悪影響を及ぼす。これは、土中に含まれるパイライトFeS2が空気に

さらされ酸化反応を起こすためである。今回の資料ではこの原理などを細かく述べている。

　ロボット技術を活用した高所重作業の生産性、安全性向上についてJR西日本の吉田委員より紹介がされた。

　今回紹介されたロボットはインフラメンテナンスにおける労働力不足の顕著化に伴い、持続的進化に向けた

ハード・ソフトの機能向上を目的としている。また、作業対象としては6m以上の高所作業で比較的軽重量の

部材を取り扱う作業とし、伐採作業や塗装作業について実用試験を開始している。

　特になし

【次回開催案内】 第158回　定例委員会

開催日時： 令和7年　9月17日（水） 13:30～

開催場所： 電気学会会議室及び zoom

裏面につづく

電食防止研究委員会　第157回　定例委員会議事録

2.2　定-616 酸性硫酸塩土壌の究明（配布資料あり）

2.3　定-619 ロボット技術を活用した高所重作業の生産性、安全性向上（配布資料あり）

2.5　その他、事務局連絡

 　　定-617 Thiobacillus属による可酸化性硫黄化合物の酸化でもたらされる土壌の酸性化と鋼及び鋳鉄の腐食防食（配布資料あり）

　　定-618 潜在的酸性硫酸塩土壌かつ有機質土壌の特性を有する土壌に対する鋳鉄パイプラインの腐食（配布資料あり）
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電食防止研究委員会定例委員会資料 

梶山文夫 

 

酸性硫酸塩土壌の究明 

 

１．丘陵地の宅地造成による地形改変 

 1960 年代後半から 1970 年代の宅地造成は，図 1 に示すように一つの尾根と谷，あるいはいくつかの尾根と谷

に跨り，元の地形とはまったく異なる広大な人口の平坦面が作られるようになった。図 1 の点線は造成前の地表

面を，盛土を含む実線は造成後の地表面をそれぞれ表わす。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1  丘陵地の宅地造成による地形改変の地質断面 

 

 盛土地盤（海成粘土）の酸化は，硫酸を生成し，諸施設にさまざまな悪影響を及ぼす。大地や丘陵地での大規

模土木工事が進展する中で掘削などにより地表に露出した結果，酸性化する土が発生している。これは，土中に

含まれるパイライト FeS2 が空気にさらされ酸化反応を引き起こすためである。このような土は酸性硫酸土（酸

性硫酸塩土壌）とよばれ，日本全国に分布している。 

 

２．酸性硫酸塩土壌 

 ここでは，土壌 pH < 3.5 を活性酸性硫酸塩土壌，pH(H2O2) < 3.5 を潜在的酸性硫酸塩土壌と称する。 
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３．潜在的酸性硫酸塩土壌から活性酸性硫酸土壌への移行 

 図 2 は，潜在的酸性硫酸塩土壌から活性酸性硫酸土壌への移行を示したものである。 

 

 

 

                            活性酸性硫酸塩土壌 

                 Active acid sulfate soil 

               土壌 pH < 3.5 

                            H2SO4 による酸性 

               有機物の消失，体積減少による沈下の可能性 

 

                      ・自然の化学的酸化 

                        （雨水や地下水による湿潤と乾燥の繰り返し） 

    酸化の進行による環境変化           

                           ・FeS2 の鉄酸化細菌，硫黄酸化細菌による            

                       微生物学的酸化：酸化速度大 

                    

                     潜在的酸性硫酸塩土壌（有機質土壌の特性を含む） 

             Potential acid sulfate soil 

                           

pH(H2O2) < 3.5 

    高い有機物含有量，高い粘土分含有率，低いみかけの密度，高い 

含水比・高い水分保持力，高い抵抗率，大きいカチオン交換容量 

         土壌中で生化学的な還元状態が維持される時，硫化物は化学的に 

安定のままでいる。 

 

 

図 2  潜在的酸性硫酸塩土壌から活性酸性硫酸塩土壌への移行 

 

 梶山は，有機物含有量（Organic matter content）と粘土分含油量（Clay），みかけの密度（SG），含水比（wc）

との関係が次式で表されることを明らかにした。 

Organic matter content（%）= 0.103 Clay−41.6 SG+0.0765 wc+102 

ここで 

Clay：粘土分含有量 (%)， 

SG  ：みかけの密度 (Mg /m3)， 

wc     ：含水比 (%) 
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＜参考＞ 

 

CEOCOR 2025 発表論文 

 

 

18 –Ductile iron pipeline corrosion in soil having the properties of potential acid sulfate soil and organic 

soil 

 

Fumio Kajiyama, Dr. 

Formerly Tokyo Gas Network Co., Ltd., 1-5-20, Kaigan, Minato-ku, Tokyo 105-8527, Japan 

 

Abstract 

Severe external corrosion damage including perforation of bare ductile iron pipeline was observed in soil having 

the properties of potential acid sulfate soi and organic soil. This soil is defined as soil with pH(H2O2)* < 3,5, organic 

matter content≧20 % and percentage of clay≧40%, that is characterized by high organic matter content, high 

percentage of clay, low apparent specific gravity, high water content leading to high water-holding capacity and 

high cation exchange capacity. It should be noted that severe corrosion-causing soil contained small amounts of 

soluble salts, which resulted in high resistivities above 30 ohm m. This paper presents ductile iron pipeline 

corrosion in soil having the properties of potential acid sulfate soil and organic soil. 

*pH value after forced oxidation of a soil by hydrogen peroxide 

 

Key words: ductile iron pipeline corrosion, acid sulfate soil, organic soil 
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鉄道設備メンテナンスに多機能鉄道重機を使用開始 
～ロボット技術を活用した高所重作業の生産性、安全性向上～ 

 
 

社会全体として労働力不足が顕在化するなか、鉄道設備のメンテナンスにおける技術・
業務革新による生産性、安全性の向上に取り組んでいるところです。 

多機能鉄道重機は、高所で人が実施している多様な設備メンテナンスに対応する汎用性
の高い作業用機械を目指し、2020 年より株式会社人機一体※、日本信号株式会社とともに

開発を進めてきたものですが、2024 年 7 月より JR 西日本グループの西日本電気システム
株式会社が営業線での鉄道設備メンテナンスにおいて使用を開始します。 

※JR 西日本グループの CVC を担う株式会社 JR 西日本イノベーションズから出資しています。 

１．重機の概要等 

（１）概要 

・人型ロボット：人に代わって作業を担う 

・ブーム：人型ロボットの広範囲移動を担う 

・操縦室：人型ロボット、ブームの操縦装置を装備 

・鉄道工事用車両：道路と線路の両方を走行可能 

（２）特長 

・インタラクティブ作用で直感的な操作が可能 

・多様なツールの装備が可能 

・遠隔操作で重量物（最大 40kg）の把持、 

高所作業（最大 12m）が可能 

（３）対象作業 

当面は架線支持物の塗装、支障樹木の伐採に使用 
（今後もツールの開発を継続し、対象作業を拡充予定） 

 

２．導入効果 
 （１）生産性の向上 

作業に要する人手が約３割減少 

（２）安全性の向上 

作業の機械化により労働災害（墜落・感電）ゼロを目指す 

 （３）多様な人財の就業環境の創出 

性別や年齢によらず高所での重作業に従事可能 
 
３．スケジュール 

2024 年 7 月より使用開始します。 

  

 
 
 

今回ご案内の取り組みは、SDGs 目標の８番、９番に貢献するものと考えています。 
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操縦室 

操縦室 
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西日本電気システム株式会社 

 


